





















はSindbād-nāmeye ‘arabī: hikāya al-malik al-mutawwaj ma‘a imra’a al-malik wa al-ḥakīm 
as-Sindbād wa sab‘ al-wuzarā’, in: Sindbād-nāme yazan Muḥammed b. ‘Alī Aẓ-Ẓahīrī As-
Samarqandī Arapça Sindbād-nāme ile birlikte, Mukaddime ve haşiyelerle neşreden Ahmed 
Āteş, Istanbul, 1948, pp. 347-388である。阿久津氏の勧めで底本のもととなっている写本
（Şehid ‘Ali Paşa 2743）のコピーを取り寄せたところ、底本で不明な何か所かが誤転写で
あることが判明した。取り寄せを強く勧めてくださった点でも阿久津氏には感謝しなけれ




































































































































































































































































































































16） 「つらく当たるようなこともせぬまま」　底本（355/3）では ‘annafa-hā だが、写本（138b/13）に



































































































































































































































































































































































































































































































































ビ ス ミ ッ ラ ー ヒ
ってもないことだ！」
　すると（老婆が）前を歩き始めたので、路地から路地へとそのあとについていくと、や
がて若者の家のドアのところで彼を止めたのです。若者はこう独り言を言いました、「こ
れが、アッラーにかけて、おれが留守にしているときにいつもあいつがやっていたことだっ
たのだ。それにこの老婆、こいつがあいつを操っていることは間違いない」。内心はもう
ひどいことになっていました。それから若者は自分を慰め、老婆がすることを見ていまし
た。老婆は辛抱強く待っていましたが、（やがて41））娘が知らせて、こう言いました、「お
婆さん、あとはわたしにまかせて、入ってもらってちょうだい」。そう言うと彼女にいく
らかを支払いました。それから彼女が出て行くと、（妻は）若者に声をかけました、「お入
りください！」若者は、怒りを感じながら、中に入っていきました。妻はそれが夫である
ことに気づき、自分がとんでもない窮地に陥ったことを知ったのですが、悪
イブリース
魔がひらめき
を与えて注意深くさせたので、彼女は跳びかかっていって夫の顔に平手打ちを食らわせ、
服を引き裂き、あごひげを引き抜き、その振舞いで度肝を抜いてから、こう言い放ったの
です、「この女ったらしめ、誓いと信頼はどこへ行ったのよ、変なことはしないって約束
したんじゃないの？　あんたがこういうことをしてるって、噂に聞いたわ、でも、今日あ
んたが帰って来たって知らされるまでは信じなかった。それを聞いて、あの老婆をあんた
のところに行かせて､ 今日あんたをだますように命じたのよ。そうしたら、すぐにあとに
ついて来て、約束や誓いのことなど忘れちゃったんじゃないの！」かくして奥さんの策略
に不意打ちを食らった夫は、言い逃れようとしたり、なだめたりしようとし始め、「アッラー
にかけて、妻よ、おれが留守のときにいつもお前がこういうことをしていたんだと思って
しまったんだ」と言ったりしたのです。それからも夫が機嫌を取りつづけたので、奥さん
も策略を駆使して機嫌を直し、やっとのことで納得したのです。
41
王冠を戴く王と王妃と賢人シンドバードと七人の大臣の物語およびそれぞれの語る物語（１）
42） 「五日目」は写本では赤インクで記されている。
43） 「豚の物語」は底本では次の物語のタイトルとされているが、その内容および写本により、王の科
白の一部と解釈して訳した。「物語」のみ写本では赤インクで書かれている。冒頭の「で」は写本
（144b/7）による。次の「彼女は語った」は物語冒頭からここに移した。
　「そういうわけですから、王様、このような、とうてい太刀打ちできない策略があるの
だということを、よくお考えになっていただきたいのです」。
　すると王は、その日の王子の処刑を禁じた。
　さて
五日目42）
になると、毒を満たした杯を手にした王妃がやって来て、こう言った、「ああ、御主人さま、
わたしが真実を言っているのだということを認めてくださらないのなら、この毒を飲んで
死んでしまうことにしますわ、そうしたら（自殺という）わたしの罪はあなたのせいとい
うことになるのですよ。わたしの言うことを受け入れ、聞き入れてくださらないと、豚が
後悔したように後悔することになりますわ」。
　王が言った、「で、その豚の物語43）というのはどういうものなのだ？」
　彼女は語った。
【以下次号to be continued】
